
研 究 会 報 告

｢第2回液体金属の物性と構造に関する研究討論会｣

上記研究会が,日本金属学会第 才,五経合分科主催の下に , 1969年 10
米)

月 15,16日京大基所において行なわれた ｡

報告蘇題 と報告者は次の通 りであったo

1.融解現象の問題点

2.液体金属の構造

5.液体金属の電子状,*

京大基研 松 田 博 嗣

東北-大 ･工 田 ∵申 実

京大 ･理

4. 液体金属の密度および粘性測定の間藤点

- 主として溶融鉄の場合について 一 阪大 ･工

5.圧力下におりる融解潜熱 斎大 ･埠

6. 水銀液体の融点附近における駐走への異常性について

遠 藤 裕 久

森田善一郎

遠 藤 裕 久

東北大 ･金研 早稲田寡夫

鈴 木 謙 爾

竹 ､内 巣

7･溶融鉄 琴らびにニウケルの中性子回折 東北大 ･金甲r早和 巴寡夫

鈴 木 諌 爾

竹 内 栄

8.液体金属 ･合金の圧縮率の聾論 東北大 ･嘩 長谷川 正之

渡 部 三 雄

?. ziman理論による水銀合金昇の電気抵抗 と熱電能 {

豊田野研 武 内 隆

名大 ･工 野口精一郎

10.液体カ リウム合金の電気伝導度 北大 ･啓 伊 丹 俊 夫

下 地 光 雄

栄 )世話人 竹内栄 ,森田善一郎,遠藤裕久,松田博嗣
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ll. ハ ライ ドイオ ンを含 む水銀 の電 気的性質 北大 ･啓 市 川 和 彦

下-地 光 雄

12.液 体金 属 の電 子状態 の解折的 モデ/レ計算

九大 ･理 末 略 章 生

15. 液 体金 腐 ナ トリウ●ム中におけ る非金 属 O ,質,Cの状態 と

挙動について 原新 石 川 和 男

勝 田 博 司

14. 合金液体の粘性 について 東北大 ･金 か 飯 田 草 道

15.液 体金 鹿 の数 段 ,音速 ,圧耗率 測定の世態点

宮城教大 書 簡 達 雄

鈴 木 弘 志

16. 巌大砲圧法に よる粉炭測窪の実例 と問鮭点

東北大 ･洪勧 渡 辺 俊 六

斎 藤 恒 三

17.高温 におけ る酸化 物融体の密度測 定の問題点

18. 不敗則 系のホール効 果,温晶

阪 大 ･工 荻 野 和 己

西 脇 醇

京大 ･啓 福 山 秀 敏

研究会終了後,報告者に報告を投出して挽いた｡以下にこれを掲載す るO

(文責 松 田)
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